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　　　　　　　　　　　　業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向等を踏まえ、平成12年 8月22日の第１四半期決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり

修正します。

　　　　　　　　　　　　記

１．13年 3月期通期業績予想数値の修正（平成12年 4月 1日 ～ 平成13年  3月31日）

(単位：百万円、％)

売   上   高 経 常 利 益 当期純利益

前回発表予想 (Ａ)
（平成12年 8月 22日 発表）

57,000 4,100 2,400

今回修正予想 (Ｂ) 53,000 2,800 1,500

増減額 (Ｂ－Ａ)          △4,000         △1,300           △900

増  減  率             △7.0          △31.7          △37.5

前期（平成12年 3月期）実績 64,529 5,556 3,003

２．13年 3月期連結通期業績予想数値の修正（平成12年 4月 1日 ～ 平成 13年 3月31日）

(単位：百万円、％)

売   上   高 経 常 利 益 当期純利益

前回発表予想 (Ａ)
（平成 12年 8月22日 発表）

96,000 6,800 4,100

今回修正予想 (Ｂ) 90,000 5,400 3,300

増減額 (Ｂ－Ａ)          △6,000         △1,400           △800

増  減  率             △6.3          △20.6          △19.5

前期（平成12年 3月期）実績 96,815 7,860 4,604



３．理　　由

（単 体）

  玩具市場最大の山場である年末･年始商戦が全般的に当初予想していた以上に振るわず、当社の売

  上面でも、前回発表予想を下回る見込みとなりました。

  また 利益面での下方修正は、こうした要因に加え、過剰在庫の処分や、一部子会社の不採算事業か

  らの撤退、整理に伴う損失が見込まれることによるものであります。

  

（連 結）

  国内外の子会社の業績は全般的に増収増益基調にあり、好調に推移しておりますが、上記理由による

  単体の落込みが大きく、連結ベースでも前回発表予想を下回る見込みとなりました。
  当社は今期を 2001年からのブレークスルーを目指した準備の年と位置づけており、上記の在庫処分、
  子会社の整理は来期を初年度とする中期経営計画の実行に向けて、そのマイナスとなる要因を一掃し
  ようとするものであります。 すなわち、グループ全体を視野に入れた今後の事業領域の再編･拡大とそ
  の組識対応によるグループの成長性、効率性のさらなる追求を睨んだものであります。


